


















































































































間論に反論する。上で確認したように、ツィーエンは、 f心的イメージj や f観念j
















































































































































































向や、 ll~fníJの内に次々と現れるそのような意欲や iヨ的の合計J といった、「具体的な
































1 Eugene Minkowιki， Lθtelllps VeCll . Etlldlヲ"phenolllenoJogi(jlθSθt 
P五;ychopatJlOJogl(jlθS'，Paris， PUF， 2005、p.:36. (以下、引用の!探には TVと|略記し、
その後に当該ページ数を記すこととする。)
2 TV :3G 
3 TV， 14 この引f日内にある括弧は、ミンコフスキーがかつて、自身の初期の論文
f 心身並行説のj京別における接続についての研究J (Eugene Minkowski， 
“おetrachtungenim Anschluss an uas Prinzip des psychophysisじhen
Parallelismus"， in Archiv fur die gesam 1.e Psychologie， 1. X X X 1， 1914.) にお
いて、同様の内容をすでに述べたことを意味している。ミンコフスキーがこの初期!
の論文を書いたのは 1~.Jl 1 年であるが、これは、この論文がミンコフスキ一が執筆
/活舌5謝動ジ訪jを始めた最初初]の三主年i手三i問日尚1における{作?乍三lJi弘!
活動の初;期寺朝;カかミら 『刊イヨi三きられる日時寺[間i吉悶j司uが!内1司可IJ行されれ〆る 19:30 ~年手に至る 2泌G ~.年J手三問のあいだだ、、
大i戦哉による中断を受けながらも、ミンコフスキーは、彼が「伝統的心理学j と1I子ぶ
ところのある時間論への拒絶を、自らの中に保持し続けたことになる。
1 Theodor Ziehen， t.ranslated by C. C. Van I..Iiew and Ot.to Beyer， Jn{，TodllCUon 
to phy.r:;ioJogκηJp五，ycholo，友~ Lonuon， Sonnenschein， 1892、p.21-22 
:) Jbid.， p. 2:3 
G ここでツィーエンが iI~I 然淘汰J によって「脳の刺激物j が「最も礎科f~な方法j
で利用されるようになったとするのが、記憶のメカニズムであると考えられるが、
この点については別稿において考察する。
7 TV 14 
8 TV 14 -15 
9 TV， 14 
10 TV， 14 
11 TV 20 
12 TV， 20 
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La solidarite spatio-temporelle 
chez Eugene Minkowski 
Ai SATO 
Dans son etude du temps, Le temps vecu, Eugene 
Minkowski propose « la solidarite spatio-temporelle ». 
Comment cette conception y joue ? Dans notre article, nous 
considerons que elle y unit les choses vecues a les abstraites. 
Contrairement au titre de son etude, Le temps vecu, 
Minkowski montre non seulement l' importance des choses 
vecues mais aussi la necessite des chose abstraites. Pour 
Minkowski, c' est la pensee du temps me me qui manifeste 
l'union spatio-temporelle. 
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